
近接場光から作成したシューベルト多項式による構造認識とその拡張性
Structure recognition by schubert polynomial generated by nearfield patterns and its scalability
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未知の報酬が設定されている選択肢に対して探索と選択を行っていく問題はバンディット問題

として知られており，強化学習等の分野で重要な役割を果たす．通常のバンディット問題では報

酬が 1位となる選択肢を正しく認識して報酬を最大化することを目的としているが，本研究では

全選択肢の順位（構造）を認識することを目的としている．Uchiyamaらの研究 [1]ではフォトク

ロミック結晶での局所光伝搬から得られた光子分布からシューベルト行列を生成することに成功

している．本研究では，その行列を用い，図 1で赤矢印で示された転倒部分のみのマシンを引き，

報酬の大小によって行または列の置換を繰り返して逆対角行列に近づけることで構造認識を行う．

図 2に，前述の分布及び，対照として中心部に偏りのある乱数による分布と空間的に一様な乱数

を用いて 8マシンについての順序認識を 10000回行った際の，完全な順位認識を達成した割合と試

行数との関係を示している．これにより，このアルゴリズムで構造認識を行うことができ，また，

近接場光から得られた確率分布を用いると最も早く構造認識を達成できたことが示された．この

ことは，フォトクロミック結晶中に近接場光を介して形成された空間構造が，効率的な認識機能

に貢献できることを示唆している．
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図 1: シューベルト行列における転倒
と，それを用いた構造認識

図 2: 中心部に偏りのある乱数 (center)，空間的に一様な乱数
(fixed), 近接場光から得られた確率分布 (nearfield)を用いて完全
な順位認識をした割合と試行数
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